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06  市からのお知らせ
10  まちのできごとほっとトピックス
12  つるおか情報掲示板
20  きらりと輝く人／声‐voice‐
21  各種相談窓口
22  みんなの文化会館

02  〈特集〉

地元で働くことを選ぶ

【黒川能野外能楽「水焰の能」】
かがり火が揺らめく夏の夜、水上
の舞台で能2番、狂言1番を上演。
県内外から訪れた約500人が幽玄
の世界に酔いしれました。
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若
者
が
市
外
へ
転
出
す
る
状
況

　

今
年
の
春
、
高
校
を
卒
業
し
た

多
く
の
若
者
が
就
職
や
進
学
の
道

を
選
び
ま
し
た
。
市
内
高
校
（
全

日
制
課
程
）
を
卒
業
し
た
生
徒
の

う
ち
、
八
十
三
％
が
市
外
へ
就
職

ま
た
は
進
学
。
大
学
卒
業
後
の
就

職
先
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
傾
向
と
し
て
市

外
就
職
の
比
率
は
高
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

全
国
の
地
方
都
市
と
同
様
に
本

市
で
も
、
少
子
化
に
加
え
、
就
職

や
進
学
に
よ
る
若
者
の
転
出
が
人

口
減
少
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、
若
者
の

地
元
就
職
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を

支
援
す
る
取
り
組
み
に
、
市
は
特

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

地
元
就
職
へ
の
取
り
組
み

「
地
元
に
は
魅
力
的
な
仕
事
が
少

な
い
」
「
地
元
に
戻
っ
て
も
働
き

口
が
限
ら
れ
る
」
と
思
っ
て
い
る

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一

方
、
人
手
不
足
で
悩
ん
で
い
る
市

内
企
業
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
地
元
企
業
に
関

す
る
情
報
提
供
・
発
信
を
通
し
て
、

若
者
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
の
地

地
元
で
働
く
こ
と
を
選
ん
だ
人
の
声
や
地
元
就
職
を
応
援

す
る
取
り
組
み
等
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
合
せ
…
本
所
商
工
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
６
３

特
集

地
元
で
働
く
こ
と
を
選
ぶ
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元
就
職
を
実
現
す
る
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
が
地
元
企
業
を
知
り
、

地
元
で
働
く
こ
と
を
考
え
て
も
ら

う
き
っ
か
け
と
し
て
「
し
ご
と
セ

ミ
ナ
ー
」
「
高
校
生
就
職
祭
り
」

や
、
自
分
の
子
供
に
鶴
岡
で
働
く

魅
力
を
伝
え
て
も
ら
う
た
め
、
高

校
生
等
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た

「
地
元
企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
鶴
岡

を
離
れ
た
人
た
ち
が
気
軽
に
地
元

就
職
を
相
談
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
首
都
圏
で
「
鶴
岡
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
」
を
行
い
ま
し
た
。
来
年

二
月
に
は
「
鶴
岡
地
元
就
活
応
援

セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
三
月
に
は
仙
台

市
で
「
鶴
岡
市
合
同
企
業
説
明

会
」
を
行
い
ま
す
。
実
家
を
離
れ

て
暮
ら
す
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん

に
「
市
の
就
職
イ
ベ
ン
ト
さ
、
行

っ
て
み
た
ら
ど
う
だ
？
」
と
、
ぜ

ひ
声
を
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。　

鶴
岡
で
働
く
こ
と
を
応
援

　

鶴
岡
の
将
来
を
担
う
若
者
な
ど

多
く
の
人
に
、
地
元
で
働
い
て
も

ら
い
た
い
―
採
用
に
意
欲
的
な
地

元
企
業
と
地
元
就
職
を
希
望
す
る

若
者
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を
希
望

す
る
人
を
つ
な
ぐ
た
め
、
市
で
は

情
報
発
信
や
就
職
イ
ベ
ン
ト
等
を

通
し
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

1
市内に働く場所がないって本当？
「地元から出て戻っても、役場や学校、金融機関でしか働けない」と聞いたことはありませんか？

◎市内高等学校卒業者の職業紹介の状況 平成29年３月卒

　　　　　　　求人数（ハローワーク鶴岡管内） 　737人
　　　　　　　求職者数（県内） 　319人
　　　　　　　求人倍率 　2.31倍

◎大学・短大等新規卒業者の職業紹介の状況 平成29年６月

　　　　　　　求人数（ハローワーク鶴岡管内） 　436人

◎市内高等学校卒業者 　平成29年３月卒

　　　進学　　県内　　① 　177人（12%）
　　　　　　　首都圏　② 　338人（23%）
　　　　　　　上記以外③ 　458人（31%）
　　　就職　　県内　　④ 　327人（22%）
　　　　　　　首都圏　⑤ 　118人（８%）
　　　　　　　上記以外⑥ 　44人（３%）
　　　進学・就職以外　⑦ 　20人（１%）

市内高校卒業者1,482人のうち７割が進学、３割が就職を選択。
市内各種学校に進学は27人、市内企業等に就職は201人です。

市内にはたくさんの働き口があります。企業は人手不足です。

２
高校を卒業したらどうする？
高校を卒業したら就職か進学かの選択が待っています。鶴岡の高校生たちはどうでしょうか？

①

②

③

④

⑤

⑥⑦

進学

就職

＞
求　

人

求
職
者



4

３
「働く場所」と「働きたい仕事」―私が地元を選んだ理由。
どこで、どんな職業に就くかは大きな決断です。鶴岡へＵターン就職した方に聞いてみました。

自分の経験を将来に生かす
　
二
十
数
年
間
、
音
響
関
係
の
会
社

で
東
京
を
中
心
に
働
き
な
が
ら
、
月

一
回
家
族
が
住
む
地
元
を
行
き
来
す

る
生
活
を
過
ご
し
ま
し
た
。
親
が
高

齢
に
な
り
、
将
来
を
見
つ
め
直
そ
う

と
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
選
び
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
求
人
誌
で
求

人
情
報
は
得
ら
れ
ま
す
が
、
イ
ベ
ン

ト
や
セ
ミ
ナ
ー
等
で
直
接
、
企
業
の

方
と
会
っ
て
話
を
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
場
合
、
仕

事
の
経
歴
を
紙
に
ま
と
め
た
も
の
を

準
備
し
、
面
談
に
臨
み
ま
し
た
。
採

用
担
当
者
は
自
分
の
話
を
よ
く
聞
い

て
く
れ
ま
し
た
し
、
そ
れ
が
会
社
を

決
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

異
業
種
か
ら
の
転
職
な
の
で
毎
日

が
新
し
い
こ
と
の
連
続
で
す
。
会
社

の
将
来
へ
貢
献
で
き
る
よ
う
、
自
分

が
培
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

新しい自分に出会えるワクワク感
　

中
学
卒
業
後
、
市
外
の
高
校
に
進

学
し
、
大
学
卒
業
後
は
千
葉
の
病
院

に
介
護
福
祉
士
と
し
て
就
職
し
ま
し

た
。
で
も
三
年
後
に
地
元
へ
戻
る
こ

と
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
理
由
は
家

族
の
健
康
や
暮
ら
し
を
支
え
た
い
か

ら
で
す
。
家
族
の
笑
顔
が
自
分
の
幸

せ
な
の
で
地
元
に
戻
っ
て
よ
か
っ
た

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
で
の
仕
事
は
時
間
が
不
規
則

だ
っ
た
の
で
就
職
活
動
は
大
変
で
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
社
長
と
会
っ
て
、

福
祉
の
仕
事
を
通
し
て
地
域
福
祉
を

も
っ
と
充
実
さ
せ
た
い
と
い
う
自
分

の
夢
を
話
し
就
職
を
決
め
ま
し
た
。

前
職
の
経
験
が
、
今
の
仕
事
に
生
か

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
校
、
大
学
、
就
職
と
そ
の
た
び

に
新
し
い
自
分
と
出
会
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
今
も
同

じ
で
す
。
何
よ
り
も
う
れ
し
い
で
す
。

庄内弁で接客する憧れ
　

関
東
で
十
四
年
間
、
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。
い
つ
か
は

Ｕ
タ
ー
ン
し
よ
う
と
決
め
て
い
ま
し

た
が
、
年
齢
の
こ
と
も
あ
り
就
職
先

を
決
め
る
前
に
会
社
を
辞
め
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
で
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

就
活
イ
ベ
ン
ト
に
足
を
運
び
ま
し
た
。

地
元
で
の
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
を
知
る

た
め
に
、
地
元
の
友
達
に
相
談
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

就
職
先
を
決
め
た
理
由
は
、
店
舗

の
運
営
を
任
さ
れ
て
い
た
経
験
も
あ

る
の
で
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
で
き
る

の
か
を
試
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で

す
。
ま
た
、
庄
内
弁
で
お
客
さ
ん
と

触
れ
合
う
こ
と
に
ず
っ
と
憧
れ
て
い

た
の
で
毎
日
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
良
さ
は
自
然
も
文
化
も
誇

れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
。
食
を
通

し
て
会
社
や
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

働きやすく、暮しやすい環境
　

東
京
で
自
動
ド
ア
メ
ー
カ
ー
に
十

年
間
勤
め
ま
し
た
が
、
い
つ
か
地
元

に
戻
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま

し
た
。
親
や
祖
父
母
が
高
齢
で
、
自

分
も
年
齢
を
重
ね
る
と
再
就
職
が
難

し
く
な
る
と
思
い
、
鶴
岡
ワ
ー
ク
サ

ポ
ー
ト
ル
ー
ム
等
に
通
い
ま
し
た
。

　

鶴
岡
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
は
母
か
ら
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
と

こ
ろ
熱
心
に
会
社
見
学
に
誘
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
地
元
に
戻
る
こ
と
も
転

職
す
る
こ
と
も
勇
気
が
い
る
こ
と
で

す
が
、
一
歩
踏
み
出
し
て
行
動
し
た

こ
と
が
報
わ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

家
族
と
暮
ら
す
と
、
家
事
の
手
伝

い
で
時
間
は
制
約
さ
れ
ま
す
が
、
逆

に
生
活
で
心
配
す
る
こ
と
も
少
な
く

な
り
、
心
に
余
裕
が
生
ま
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
仕
事
は
難
し
い
こ
と

も
多
い
で
す
が
、
仲
間
に
も
恵
ま
れ

楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。

㈱トガシ技研　菅原健一 さん
平成29年２月　鶴岡地元就活セミナー参加
平成29年４月　入社

㈱タマツ　長岡美里 さん
平成29年２月　鶴岡地元就活セミナー参加
平成29年５月　入社

㈱トガシ技研　鈴木康司 さん
平成28年７月　鶴岡 Job cafe 参加
平成29年３月　入社

′

㈱庄交コーポレーション　池田利彦 さん
平成29年２月　鶴岡地元就活セミナー参加
平成29年４月　入社
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４
統計で見る。地元で働くこと、暮らすこと。
「都会等で働くこと」と「地元で働くこと」を、様々な統計等で比較してみました。

１人当たりの県民所得は山形県は東京都や全国を下回りますが、
勤労者世帯の手取り収入は東京都や全国よりも多いです。

平成27年家計調査
勤労者世帯
の可処分所得

山形県

456
千円／月

東京都

450
千円／月

全国平均

427
千円／月

勤労者世帯…世帯主が会社等に勤めている世帯、可処分所得…税金や社会保険料等を引いた実際の手取り収入

！ 地元企業の取り組みやものづく
りに触れてみよう

■つるおか大産業まつり2017「ものづくり（工場）展示・体験エリア」
　期　日／10月21日○土・22日○日
　会　場／朝暘武道館

■首都圏等に在住の方…鶴岡地元就活応援セミナー
　期　日／来年２月９日○金
　会　場／タワーホール船堀（東京都江戸川区）
■宮城県等隣県に在住の方…鶴岡市合同企業説明会
　期　日／来年３月21日○水
　会　場／仙台国際センター（宮城県仙台市）

！ Ｕターン就職をお考えの方は

ｉ 地元就職を応援する取り
組みを紹介します

■鶴岡 Job cafe　就職×就農×ナリワイ
７月30日に東京都中央区で行われた就職相談会。就
職希望者と企業担当者が気軽に交流・懇談しました。

■地元企業見学バスツアー
高校生の保護者を対象としたツアー。７月15日に市
内４社を見学し企業活動について理解を深めました。

′

平成27年国勢調査

山形県   71.2%
東京都   50.0％

共働き率

１位

平成27年国勢調査

山形県   17.8%
東京都   1.8％

３世代同居率

１位

５
地元企業を知ることで職業選択の幅が広がります。
市は地元就職を応援しています。ぜひ様々な取り組みを活用してみてください。

平成28年山形県労働条
件等実態調査・平成28
年雇用均等基本調査

育児休業取得率
●女性
山形県
全国平均
●男性
山形県
全国平均

93.7%
81.8％

3.4%
3.2％

平成25年住宅・土地
統計調査

山形県   19.5分
東京都   43.8分

７位

片道通勤時間の短さ

平成26年県民経済計算

山形県   2,589千円
東京都   4,512千円

１人当たりの県民所得

32位

！ 地元企業への就職の相談窓口、
地域密着型の就職情報サイト

■相談窓口…鶴岡ワークサポートルーム
　場　所／鶴岡市馬場町９‐25鶴岡市役所１階
　時　間／月曜～金曜日午前９時～午後４時
　問合せ／☎25‐2215
■就職情報サイト…「つるおか仕事ナビ」

つるおか
仕事ナビ
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

10月15日○日は鶴岡市長・鶴岡市議会議員選挙の投票日です
■問本所選挙管理委員会事務局☎内線641または各地域庁舎総務企画課へ　

■投票時間

午前７時～午後８時
（小堅地区、朝日・温海地域は午後７時まで）

選挙

加茂港周辺が「みなとオアシス」に登録されました
■問本所土木課☎内線481　

■「みなとオアシス」とは
　地域住民の交流や観光の振興を通じた地域の活
性化に資する「みなと」を核としたまちづくりを
促進するため、住民参加による地域振興の取り組
みが継続的に行われる施設を「みなとオアシス」
として、国土交通省港湾局長が登録したものを言
います。
■「みなとオアシス加茂」の登録
　７月14日、「みなとオアシス加茂」が新たに登
録されました。市内外から多くの人が訪れる「加
茂水族館」を代表施設、住民主体でみなとを活用
したイベント等が行われる「加茂レインボービー
チ」「加茂緑地」を構成施設としています。
　本市では平成18年に登録された「みなとオアシ
ス鼠ヶ関」に次いで２か所目の登録で、７月22日
には、加茂レインボービーチの海開きに合わせて
登録証授与式が行われました。

■「みなとオアシス」に登録されると
　シンボルマークが使用できるほか、国土交通省
や地方整備局のホームページ等でのＰＲや道路地
図への掲載や道路標識設置への支援など、みなと
の振興に関する各種支援を受けることができ、地
域の活性化につながることが期待されます。
■登録を契機に
　市では「みなとオアシス加茂」を情報発信・観
光拠点の１つとして、地域住民や関係者と協力し
ながら、交流人口の拡大などの取り組みを進めて
いきます。

みなとオアシス

■期日前投票　
　当日、投票所で投票できない場合にご利用ください。
■日10月９日○月～14日○土
■場・■時市役所本所…午前８時30分～午後８時
　　　各地域庁舎…午前８時30分～午後７時

新鶴岡市民歌発表会を行います
■問本所総務課☎内線313　

　合併・市制施行10周年を記念し
て制作を進めていた新鶴岡市民歌が
完成しました。市民の皆様に披露す
るため、入場無料の発表会を行いま
すので、ぜひお越しください。
■新鶴岡市民歌発表会
■時10月１日○日午後２時
■場鶴岡市文化会館（タクト鶴岡）

市民歌

※ 来場者には新市民歌の
ＣＤを進呈します（数
に限りがあります）。
※当日は混雑が予想され
　ます。出来るだけ乗り
　合わせてお越しくださ
　い。また、周辺の駐車
　場もご利用ください。

○Ｐ○○○

鶴岡公園

市役所本所

○Ｐ

○Ｐ

 ○Ｐ○Ｐ 市民プール

にこ♥ふる

タクト鶴岡
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福
祉
・
年
金

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
へ 

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る　

▽
人
工
透
析

療
法
を
受
け
る
た
め
に
交
通
機
関
（
自
家
用

車
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る　

▽

本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得

税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い　

▽
生
活
保
護
等

で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い

■内
通
院
交
通
費
と
し
て
実
際
に
か
か
っ
た
額

と
交
付
基
準
額
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
低
い
方

の
額
を
助
成　

■申
９
月
29
日
○金
ま
で
申
請
書
、

通
院
報
告
書
、
領
収
書
（
タ
ク
シ
ー
等
を
利

用
し
た
方
の
み
）
を
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１

３
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
の

お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
３
民
生
区
（
第
三
学
区
）
…
梅
木
葉
子

（
若
葉
町
西
部
・
北
部
）、
田
中
誉
子
（
主
任

児
童
委
員
）　

▽
第
４
民
生
区
（
第
四
学
区
）

…
三
浦
喜
枝
（
八
日
町
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ 

老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
77

万
９
、
３
０
０
円
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
に
は
、
▽
保
険
料
納
付
期
間　

▽

平成29年就業構造基本調査を実施します
■問本所情報企画課☎内線704または各地域庁舎総務企画課へ　

　総務省統計局では、10月１日現在で本
市の就業構造基本調査を実施します。
　この調査は、日本の就業・不就業の実態
を明らかにすることを目的に、統計法に基
づいて実施する国の重要な統計調査です。

　９月下旬から調査員が調査をお願いする世帯に
伺いますので、趣旨をご理解いただき、回答にご
協力ください。
　また、お持ちのパソコンやスマートフォンを使
って、簡単に回答することもできます。

統計調査

つるおか食文化市場FOODEVERの文化体験スペース
FOODEVERキッチンを活用したイベントを募集します

■申鶴岡市開発公社☎22‐9069　

食文化創造都市

■利用時間　午前９時30分～午後５時30分
■面　　積　60.7㎡（約８ｍ×８ｍ）
■設備内容　可動式調理台５台、プロジェクター、
　　　　　　ビデオカメラ、マイク２個（ワイヤ
　　　　　　レス１個・ヘッドセット１個）、椅子、
　　　　　　テーブル、パーテーション等
■施設装飾　ピクチャーレール６か所を活用して　
　　　　　　壁面装飾が可能
■利用料金　　　　　　　　　　　　 

３時間 延長１時間 全日

施設利用料 800円 300円 3,000円

可動式調理台
※１台当たり 200円 100円 500円

プロジェクター 900円 300円 2,300円

ビデオカメラ 200円 100円 400円

※宣伝販売を伴う場合は各２倍。

　マリカ東館１階にある、つるおか食文化市場
FOODEVER（フーデェヴァー）は、鶴岡の食文
化を楽しみ、学び、味わえる施設です。また鶴岡
の食文化を紹介・発信し、鶴岡駅前そして鶴岡全
体の活力を高めていくための施設でもあります。
■FOODEVERキッチンは
　食に関するイベント、セミナー、料理教室、企
業の商品ＰＲ、その他様々な展示を行うことがで
きるスペースです。可動式の調理台を使ったり、
プロジェクターで映像を映したりもできます。ど
なたでも利用できますので、ぜひご活用ください。

鶴岡市観光案内所観観観観観観観観光光光光光光案光案光案光案光案光光 内所

FOODEVERキッチンODEVVEREREREREREEREE キッチ
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料
に
充
て
る
た
め
の
資
金
や
、
親
が
就
職
等

の
た
め
に
技
能
を
習
得
す
る
際
の
資
金
等
が

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
貸
付
け
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■対
母
子
・
父
子
福
祉
資
金
…
20
歳
未
満
の
子

供
を
扶
養
し
て
い
る
、
配
偶
者
の
い
な
い
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

寡
婦
福
祉

資
金
…
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
と
し
て
20
歳

未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
た
女
性
、
ま
た

は
配
偶
者
の
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性　

■申

本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

税
・
生
活
・
そ
の
他

固
定
資
産
所
有
者
の
死
亡
に

伴
う
手
続
き
忘
れ
に
注
意

　

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

相
続
人
な
ど
新
た
な
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
（
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
は
相

続
人
の
代
表
）
は
、
納
税
義
務
者
変
更
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■申
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７　

■他
市
HP

住
居
表
示
実
施
地
区
で
建
物
を

新
築
・
改
築
し
た
方
は
届
出
を

■
住
居
表
示
実
施
地
区　

青
柳
町
、
泉
町
、

伊
勢
原
町
、
稲
生
一
丁
目
・
二
丁
目
、
海
老

島
町
、
大
塚
町
、
大
西
町
、
大
山
一
丁
目
〜

三
丁
目
、
家
中
新
町
、
上
畑
町
、
切
添
町
、

小
真
木
原
町
、
桜
新
町
、
三
光
町
、
山
王
町
、

城
南
町
、
城
北
町
、
昭
和
町
、
新
海
町
、
神

明
町
、
末
広
町
、
砂
田
町
、
千
石
町
、
大
東

厚
生
年
金
等
の
加
入
期
間　

▽
国
民
年
金
第

３
号
被
保
険
者
の
期
間　

▽
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
期
間　

▽
学
生
納
付
特
例
期
間

▽
任
意
加
入
で
き
る
人
が
加
入
し
な
か
っ
た

期
間
等
を
合
計
し
て
10
年
以
上
の
期
間
が
必

要
で
す
。
保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
と
年

金
額
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
、
60

歳
以
降
で
も
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で

（
最
長
で
70
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
）

任
意
加
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
満
額
受
給
で

き
な
い
人
は
、
60
歳
以
降
で
も
65
歳
に
達
す

る
月
の
前
月
ま
で
任
意
加
入
し
、
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
で
、
年
金
額
を
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳

で
す
が
、
本
人
の
希
望
で
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
間
で
も
、
年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
た

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
65
歳

以
降
も
減
額
率
は
そ
の
ま
ま
）。
繰
上
げ
請

求
に
よ
っ
て
年
金
受
給
中
の
人
が
、
65
歳
前

に
障
害
者
や
寡
婦
と
な
っ
た
場
合
は
、
障
害

基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
制
度 

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
と
経
済
的
自

立
を
助
け
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
貸
付
け
制
度
で
す
。

子
供
の
入
学
準
備
、
高
校
・
大
学
等
の
授
業

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

■
入
居
時
期　

11
月
中
旬
以
降　

■申
９
月
１

日
○金
〜
21
日
○木
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

９
月
は
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対

策
推
進
月
間
」

　

地
球
温
暖
化
防
止
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た

め
、
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
等
フ
ロ
ン
類

を
用
い
た
家
電
製
品
の
処
分
を
適
切
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン
・
冷

凍
冷
蔵
庫
の
廃
棄
時
に
は
、
知
事
の
登
録
を

受
け
た
専
門
業
者
に
よ
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
で
す
（
整
備
時
に
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
な
場
合
も
同
様
）。
地
球
環
境
に
優

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８

９
月
３
日
〜
９
日
は「
救
急
医
療
週
間
」

救
急
医
療
機
関
の
適
正
受
診
に
つ
い
て

　

尊
い
命
を
救
う
救
急
医
療
が
、
適
切
・
迅

速
に
行
わ
れ
る
よ
う
、「
か
か
り
つ
け
医
」「
荘

内
病
院
な
ど
の
地
域
医
療
支
援
病
院
」「
休

日
夜
間
診
療
所
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
地
域
医
療
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

重
症
重
篤
患
者
が
安
心
し
て
救
急
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
救
急
受
診
に

つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
具
合
が
悪
い
と
き
は
、
夜
間
や
休
日
ま
で

我
慢
せ
ず
「
通
常
の
診
療
時
間
内
」
に
早
目

に
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
受
診
し
ま
し
ょ
う　

▽
夜
間
や
休
日
に
軽
症
で
の
受
診
の
際
は

「
休
日
夜
間
診
療
所
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
内
「
鶴
岡
地
区

救
急
医
療
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
３

６
１

町
、
大
部
町
、
大
宝
寺
町
、
宝
田
一
丁
目
〜

三
丁
目
、
宝
町
、
長
者
町
、
朝
暘
町
、
茅
原

町
、
道
形
町
、
友
江
町
、
鳥
居
町
、
苗
津
町
、

新
形
町
、
錦
町
、
西
新
斎
町
、
の
ぞ
み
町
、

馬
場
町
、
東
新
斎
町
、
東
原
町
、
日
出
一
丁

目
・
二
丁
目
、
日
吉
町
、
日
和
田
町
、
双
葉

町
、
文
園
町
、
平
成
町
、
ほ
な
み
町
、
本
町

一
丁
目
〜
三
丁
目
、
美
咲
町
、
道
田
町
、
み

ど
り
町
、
美
原
町
、
三
和
町
、
睦
町
、
湯
野

浜
一
丁
目
・
二
丁
目
、
由
良
一
丁
目
〜
三
丁

目
、
陽
光
町
、
余
慶
町
、
淀
川
町
、
若
葉
町

■申
新
築
等
届
出
書
に
案
内
図
２
部
、
配
置
図

１
部
、
平
面
図
１
部
を
添
付
し
て
本
所
市
民

課
☎
内
線
１
５
８
へ　

■他
市
HP

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

２

平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
３
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１
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９
月
10
日
の「
下
水
道
の
日
」に

ち
な
ん
だ
作
品
展
示
・
投
票

■日
９
月
８
日
○金
〜
24
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後

４
時　

■内
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
応

募
作
品
の
展
示
、
標
語
作
品
へ
の
投
票　

■場

・
■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６

０　

■他
同
課
で
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
配
布

中
。
市
HP

飼
う
前
も
、飼
っ
て
か
ら
も
考
え
よ
う　
　
　
　
　

９
月
20
日
〜
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」

▽
動
物
は
終
生
大
切
に
飼
い
、正
し
い
知
識
・

責
任
を
持
っ
て
育
て
ま
し
ょ
う
（
動
物
を
虐

待
・
遺
棄
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
）　

▽
繁

殖
を
望
ま
な
い
・
産
ま
れ
て
も
自
分
で
育
て

ら
れ
な
い
場
合
は
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま

し
ょ
う　

▽
毎
日
の
世
話
を
通
し
て
健
康
管

理
を
し
、
動
物
の
種
類
に
合
っ
た
快
適
な
環

境
を
整
え
ま
し
ょ
う　

▽
マ
ナ
ー
を
良
く
し
、

動
物
を
飼
っ
て
い
な
い
人
に
も
迷
惑
を
掛
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
で
き
た
場

合
は
、
庄
内
保
健
所
生
活
衛
生
課
☎
66
‐
４

７
４
８
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
新
し
い
飼
い

主
を
探
す
た
め
の
掲
示
板
も
設
け
て
い
ま
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
ま
ち
に 

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
に
つ
い
て

　

市
に
は
、
野
良
猫
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
が
鳴
き
声
や
ふ
ん

尿
被
害
、
無
責
任
な
餌
や
り
に
つ
い
て
の
苦

情
で
す
。
特
に
餌
や
り
は
、
特
定
の
場
所
に

多
数
の
猫
が
居
着
き
、
周
辺
へ
の
被
害
が
大

き
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
餌
を
与

え
る
の
で
あ
れ
ば
、
排
せ
つ
物
や
残
飯
の
清

掃
、
繁
殖
管
理
に
至
る
ま
で
徹
底
し
て
責
任

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
責
任
を
持
て
な
い
場
合

は
、
決
し
て
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

９
月
21
日
〜
30
日
は 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

鶴
岡
市
総
合
防
災
訓
練
を   

実
施
し
ま
す

　

第
一
学
区
を
会
場
に
、
豪
雨
・
風
水
害
を

想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
市
全
域
へ
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ

ア
メ
ー
ル
）
を
配
信
し
ま
す
の
で
、
災
害
と

間
違
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■日
９
月
24
日
○日
午
前
８
時
30
分　

■場
第
一
学

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
、
朝
暘
一

小　

■内
地
域
住
民
の
避
難
・
情
報
伝
達
・
避

難
所
開
設
訓
練
、
防
災
機
関
の
訓
練
等　

■問

本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
で
地
震
に
よ
る

電
気
火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

東
日
本
大
震
災
で
原
因
が
特
定
さ
れ
た
火

災
の
う
ち
、
約
６
割
が
電
気
に
よ
る
出
火
で

す
。
電
気
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は
ブ
レ
ー
カ

ー
を
落
と
し
、
電
気
の
供
給
を
遮
断
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
地
震
発
生
時
に

外
出
中
だ
っ
た
り
、
慌
て
た
り
し
て
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
せ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
地
震
の
揺
れ
を
感
知

し
、
自
動
的
に
電
気
の
供
給
を
遮
断
し
ま
す
。

地
震
に
よ
る
火
災
被
害
を
予
防
す
る
た
め
に
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２　

■他

市
HP熊

の
出
没
が
多
発
し
て
い
ま
す

　

熊
の
目
撃
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
秋
に
な

る
と
、
熊
は
冬
眠
に
備
え
、
食
べ
物
を
求
め

て
活
発
に
行
動
し
ま
す
。
特
に
夕
方
か
ら
早

朝
ま
で
は
、
人
里
に
出
没
す
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
山
や
山
際
の
農
地
に
出
掛
け

る
際
は
、
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
等
、
音
の
良
く

出
る
も
の
を
携
帯
し
、
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
熊
は
蜂
蜜
が
好
物
で
す
。

蜂
の
巣
は
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。
未
収
穫
の
野

菜
や
果
物
等
は
、
熊
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
残
さ
ず
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

　

熊
を
見
掛
け
た
場
合
は
、
刺
激
し
な
い
よ

う
に
そ
の
場
を
離
れ
、
近
く
の
駐
在
所
（
警

察
署
）
か
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
６
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ
、
見
掛
け
た

際
の
状
況
等
、
詳
細
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す 

キ
ノ
コ
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
、
連
絡
先
等
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く　

▽
迷
っ
た
ら
歩
き
回
ら
な
い　

▽
携
帯
電
話
、

食
料
、
防
寒
具
を
持
っ
て
行
く　

▽
暗
く
な

る
前
に
帰
る　

▽
熊
に
注
意
す
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

特
定
外
来
生
物　
　
　
　

「
ヒ
ア
リ
」に
注
意
！

　

６
月
以
降
、「
ヒ
ア
リ
」
が
国
内
で
相
次

い
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ア
リ
は
、
南

米
中
部
原
産
で
、
赤
茶
色
を
し
た
体
長
２
・

５
㎜
〜
６
㎜
の
ア
リ
で
す
。
毒
針
を
持
ち
、

刺
さ
れ
る
と
や
け
ど
の
よ
う
な
激
し
い
痛
み

を
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
毒
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ

ー
反
応
に
よ
っ
て
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ヒ
ア
リ
の
よ
う
な
ア
リ
を
見
つ
け
た
ら
、

速
や
か
に
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０
ま
た

は
山
形
県
み
ど
り
自
然
課
☎
０
２
３
‐
６
３

０
‐
３
０
８
４
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■他
市
HP

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

後羽に印の付いた赤とんぼを探しています
■問本所環境課☎内線720または自然学習交流館ほとりあ☎33‐8693へ　

　ほとりあでは、赤とんぼ
（アキアカネ）の季節移動の
調査のため、後羽に黒いペ
ンで、右の写真のような印
を付けています。見掛けた
方は、本所環境課またはほ
とりあにご連絡ください。 ※可能であれば、写真を撮ってください。

「Ｇ・Ⅰ・Ⅱ」
などの英字

「●」が
１個～３個
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

市内 つるおか給食探検隊

＜大督寺、学校給食センター、櫛引公民館、叶野野菜農場ほか＞

鶴岡まちづくり塾の企画に小学生親子が参加。
給食発祥の地・大督寺で歴史を学んだ後、給食
が届くまでを追った映像の視聴と給食センター

８.９
見学をしました。お昼は自分で作ったおにぎり
給食に舌鼓。給食用のジャガイモを生産する農
場での収穫も体験し給食への理解を深めました。

鶴岡 帰省者meets 鶴岡在住　納涼会

＜つるおか食文化市場FOODEVER（マリカ東館１階）＞

帰省を機に鶴岡の今を感じてもらおうと、鶴岡
ナリワイプロジェクトが企画。本市へ移住した
４人がその理由や魅力などを発表しました。参

８.12
加者は帰省者や鶴岡在住者、鶴岡に興味がある
人など様々。終了後の交流会ではUターンの情
報を交換し合うなど、話が尽きないようでした。
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朝日 月山カブトムシ園

「捕まえた！」。２アールの敷地に夏限定
で100匹ほどを飼育している同園。子供
たちは遊びながら楽しく観察しました。

７．15
～
８．20

＜月山あさひ博物村＞

羽黒 自然体験2017 川で遊ぼう

川の役割や川遊びでの注意点等を確認し
た子供たち。魚のつかみ取りも体験し川
の恵みと環境保全の大切さを学びました。

７. 29

＜泉地区地域活動センターほか＞

櫛引 清正公祭御逮夜祭

加藤清正とその嫡男忠廣の尊像とともに
稚児行列が参道を巡行。その後、櫛引西
小太鼓、丸岡桐箱踊りが奉納されました。

７. 22

＜天澤寺ほか＞

藤島 古郡神楽

江戸時代、干害対策のせきの完成に感謝
し奉納された神楽が起源。勇壮なしし舞
や子供たちの剣の舞が観衆を魅了します。

８.15

＜池神社＞

市内外 南東北総体2017 バドミントン競技

激しいラリーの応酬に、飛び交うチーム
メイトや客席からの声援。高校生日本一
を目指し、熱戦が繰り広げられました。

７．29
～
８.３

＜写真：小真木原総合体育館＞

温海 戸沢花胡蝶歌舞伎上演

地域の伝統をしっかりと受け継ぐ若者や
子供たちが熱演。笑いあり涙ありの物語
に、場内から大きな拍手が起こりました。

８.16

＜戸沢自治公民館＞
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催
し

「
ふ
る
さ
と
を
描
い
た
文
学

〜
絆
・
横
光
利
一
と
森
敦
〜
」

▼
企
画
展
示
「
ふ
る
さ
と
を
描
い
た
文
学
〜

絆
・
横
光
利
一
と
森
敦
〜
」　

■日
９
月
１
日

○金
〜
11
月
３
日
○金
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

時　

■場
図
書
館
本
館

▼
記
念
講
演
会　

■日
９
月
16
日
○土
午
後
２
時　

■場
図
書
館
本
館　

■内「
森
敦
か
ら
聞
い
た
横

光
利
一
の
こ
と
」
森
富
子
氏
（
森
敦
氏
養
女
）、

「
絆
へ
の
文
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
〜
横
光
利
一

と
森
敦
〜
」
井
上
明
芳
氏
（
國
學
院
大
學
准

教
授
）　

▼
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
森
敦
文
学
散
歩
」　

■日

９
月
17
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■場
注

連
寺
、
十
王
峠
、
加
茂
地
区
ほ
か　

■定
先
着

20
人　

■師
春
山
進
氏
（
森
敦
文
学
保
存
会

会
長
）、
森
富
子
氏
、
井
上
明
芳
氏　

■費
１
、

５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）

▼
共
通　

■申
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎

57
‐
４
８
６
８

い
で
は
文
化
記
念
館　

羽
黒
山
歴
史
探
訪　

手
向
の
宿
坊
街
を
あ
る
く

■日
９
月
７
日
○木
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
１

時
（
蝦
夷
館
公
園
集

合
）　

■定
20
人　

■師

勝
木
正
人
氏
（
手
向

地
区
自
治
振
興
会
会

長
）　

■費
２
、
５
０

０
円
（
昼
食
代
）

■申
同
館
☎
62
‐
４
７

２
７鶴

岡
田
川
地
区
児
童
生
徒
考
案
創
作

展
（
科
学
展
・
社
会
科
展
同
時
開
催
）

■日
９
月
８
日
○金
〜
10
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

■場
櫛
引
公
民
館　

■内
児
童
生
徒
の
夏

休
み
制
作
ア
イ
デ
ア
作
品
を
展
示　

■問
学
校

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５

鼠
ヶ
関
港　

と
れ
た
て
！　

お
魚
市
「
紅
エ
ビ
ま
つ
り
」

■日
９
月
９
日
○土
午
前
11
時
〜
午
後
３
時　

■場

山
形
県
漁
協
念
珠
関
支
所
市
場　

■問
鼠
ヶ
関

自
治
会
内
「
蓬
莱
塾
」
☎
44
‐
２
１
１
２

荘
内
の
こ
こ
ろ
の
平
安
を
願
う　
　

文
化
講
演
会

■日
９
月
９
日
○土
午
後
２
時　

■場
荘
内
銀
行
本

店
ホ
ー
ル　

■定
先
着
３
５
０
人　

■内「
南
無

そ
の
ま
ん
ま
」
ひ
ろ
さ
ち
や
氏
（
宗
教
評
論

家
）、「
仏
の
こ
と
ば
に
聞
く
」
下
田
正
弘
氏

（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）　

■申
丙
申
堂
☎

22
‐
０
０
１
５

鶴
岡
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

■日
９
月
９
日
○土
午
後
７
時
20
分　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費
１
、０
０
０
円（
当

日
は
２
０
０
円
増
し
）

絆 

〜
看
護
で
つ
な
ぐ
地
域
の
輪
〜 

荘
内
看
護
専
門
学
校「
看
学
祭
」

■日
９
月
10
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■内

オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お
り
作
り
、
学
校
紹
介
、
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
血
圧
測
定
、
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
の
試
着
・
撮
影
、
喫
茶
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
等　

■場
・
■問
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９

つ
る
お
か
×
起
業 

起
業
家
が
拓
く
地
域
の
未
来

つ
る
お
か
起
業
交
流
会

■日
９
月
10
日
○日
午
後
２
時　

■場
庄
内
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー　

■対
起
業
し
て
５
年
以
内
の
起

業
家
、
起
業
間
も
な
い
方
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
し
た
い
方
、
起
業
を
目
指
し
て
い

る
方
、起
業
に
興
味
の
あ
る
方
（
学
生
も
可
）

等
80
人　

■内
基
調
講
演
「
地
域
の
未
来
を
創

る　

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
起
業
家
た
ち
」
竹
井

智
宏
氏
（
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
代
表
理
事
）、
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「『
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
２
０
１
６
』
に
挑
戦
し
て
」
平
尾

清
氏
（
公
益
大
特
任
教
授
）、
竹
井
智
宏
氏
、

稲
川
琢
磨
氏
（
㈱
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｅ
代
表
取
締

役
）、
秋
田
皆
子
氏
（
ｓ
ｈ
ｏ
ｎ
ａ
ｉ　

ｓ

ｃ
ｏ
ｎ
ｅ
代
表
）、
懇
親
会
（
■場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
〈
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
〉　

■費
実
費
）　

■申
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
６
３

鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展

■日
９
月
15
日
○金
〜
20
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
20
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
鶴
岡
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
事
務
局
☎
24
‐
８
６
４
０
ま
た
は

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
へ

住
み
続
け
た
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
い
ま
か
ら
で
き
る
こ
と

つ
る
お
か
み
ら
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
９
月
15
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■内
事
例
発
表
、
講
演　

■師
武
田

真
理
子
氏
（
公
益
大
教
授
）　

■申
９
月
８
日

○金
ま
で
本
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線

１
６
８
へ

ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷　
　
　

そ
ば
の
お
花
見
カ
フ
ェ

■日
９
月
16
日
○土
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

■場
宝
谷
地
区
内
そ
ば
ほ
場　

■内
音
楽
を
聴
き

な
が
ら
そ
ば
の
花
と
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
む

■問
ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷
運
営
管
理
組
合

最
上
一
平
（
児
童
文
学
作
家
）

講
演
会

■日
９
月
16
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
勤
労
者

会
館　

■内「
私
の
作
品
と
ふ
る
さ
と
」　

■費
大

人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
、
高
校
生
…

５
０
０
円　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

事
務
局
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
庄
内
教
室
、
阿
部
久

書
店
、
こ
ぴ
あ
八
文
字
屋
、
八
文
字
屋
エ
ビ

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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ス
ヤ
店
、
ぶ
っ
く
す
プ
ロ
ほ
ん
の
森

鶴
岡
が
ん
メ
タ
ボ
ロ
ミ
ク
ス

セ
ミ
ナ
ー

■日
９
月
16
日
○土
午
後
２
時　

■場
先
端
研
究
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
２
０
０
人　

■内
報
告

「
慶
應
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
の

歩
み
」
冨
田
勝
氏
（
慶
大
先
端
生
命
研
所
長
）、

講
演
「
が
ん
に
な
ら
な
い
、
が
ん
に
負
け
な

い
、
が
ん
と
生
き
る
社
会
」
中

斉
氏
（
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）、
鶴
岡
の

が
ん
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
研
究
「
が
ん
の
核
酸
代

謝
は
、
治
療
標
的
に
な
り
得
る
の
か
」
牧
野

嶋
秀
樹
氏
・「
が
ん
の
仕
組
み
を
知
り
、
が

ん
の
薬
を
作
る
」
横
山
明
彦
氏
（
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
・
鶴
岡
連
携
研
究
拠
点
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
）　

■申
が
ん
メ
タ
ボ
ロ
ミ
ク
ス

研
究
室
☎
64
‐
０
９
８
０

観
光
栗
園
オ
ー
プ
ン

■日
９
月
16
日
○土
〜
10
月
中
旬
午
前
10
時
〜
午

後
４
時　

■費
大
人
…
２
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
１
０
０
円
（
別
途
栗く
り

代
）　

■場
・
■申
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎
53
‐
３
４
１
１

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部　
　
　
　

シ
ル
バ
ー
囲
碁
大
会

■日
９
月
18
日
○月
午
前
10
時　

■場
勤
労
者
会
館　

■対
Ａ
ク
ラ
ス
…
４
段
以
上　

Ｂ
ク
ラ
ス
…
３

段
以
下致

道
館
文
化
講
演
会

■日
９
月
18
日
○月　

■時
・
■場
・
■内
▽
午
後
１
時

45
分
（
致
道
館
）
…
致
道
館
の
日
式
典
、「
致

道
館
の
日
に
寄
せ
て
」
本
田
淳
氏
（
前
市
立

小
学
校
長
）　

▽
２
時
45
分
（
荘
内
神
社
参

集
殿
）
…
児
童
・
生
徒
の
論
語
作
文
発
表
会　

▽
３
時
15
分
（
同
）
…
「
庄
内
に
お
け
る
戊

辰
戦
争
〜
幕
末
か
ら
明
治
へ
〜
」
酒
井
忠
久

氏
（
酒
井
家
18
代
当
主
）

山
形
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト 

出
羽
三
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

■日
９
月
18
日
○月
午
後
３
時　

■場
出
羽
三
山
神

社
（
雨
天
時
は
藤
島
体
育
館
）　

■費
大
人
…

２
、
０
０
０
円　

高
校
生
以
下
…
１
、
０
０

０
円
（
当
日
は
各
５
０
０
円
増
し
）　

■
チ

ケ
ッ
ト
取
扱
い　

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
等　

■問
山

形
県
観
光
立
県
推
進
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０

‐
２
３
７
１

高
速
交
通
基
盤
整
備
と
地
域
活

性
化
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■日
９
月
23
日
○土
午
後
４
時
30
分　

■場
東
京
第

一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■師
水
嶋
智
氏
（
観
光
庁
次

長
）、
内
山
尚
志
氏
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
営
業
部

次
長
）　

■申
鶴
岡
商
工
会
議
所
☎
24
‐
７
７

１
１ス

タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
を

奏
で
て
み
ま
せ
ん
か

■日
９
月
24
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時　

■場

温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■定
18
組
（
１
組

５
人
ま
で
）　

■内
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
と

ヤ
マ
ハ
製
ピ
ア
ノ
を
自
由
に
演
奏
可
（
１
組

30
分
間
）　

■申
９
月
15
日
○金
ま
で
同
セ
ン
タ

ー
内
温
海
生
涯
学
習
振
興
会
☎
43
‐
４
４
１

１
へ庄

内
お
ば
こ
鰆
（
サ
ワ
ラ
）

ま
つ
り

■日
９
月
24
日
○日
午
前
11
時
〜
午
後
４
時　

■場

鼠
ヶ
関
駅
前
通
り　

■内
サ
ワ
ラ
の
振
る
舞
い

（
午
後
０
時
30
分
〈
数
量
限
定
〉）、
地
酒
の

試
飲
・
飲
み
放
題
（
１
、
０
０
０
円
〈
当
日

は
２
０
０
円
増
し
〉）、
酒
の
さ
か
な
と
特
産

品
販
売
、
念
珠
関
辨
天
太
鼓
演
打
、
鼠
ヶ
関

保
育
園
鼓
隊
演
奏　

■申
あ
つ
み
観
光
協
会
☎

43
‐
３
５
４
７　

■他
HP

中
央
公
民
館
文
化
祭

▼
同
館　

■日
▽
展
示
部
門
…
９
月
29
日
○金
〜

10
月
１
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
１
日

は
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
）　

▽
ス
テ
ー
ジ

部
門
…
１
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
同
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■日
▽
展
示
部
門
…

９
月
30
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、
10
月

１
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

▽
お
茶
席

…
９
月
30
日
○土
煎
茶
、
10
月
１
日
○日
抹
茶　

▽
売
店
・
食
堂
…
９
月
30
日
○土
・
10
月
１
日

○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

▼
共
通　

■問
同
館
内「
文
化
祭
実
行
委
員
会
」

事
務
局
☎
25
‐
１
０
５
０

つ
る
お
か
「
森
の
時
間
」

■日
９
月
30
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
市

役
所
本
所
集
合
）　

■場
笠
取
峠
周
辺　

■定
先

着
20
人　

■内
秋
の
森
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

■費
大

人
…
５
０
０
円　

大
学
生
…
２
５
０
円
（
高

校
生
以
下
無
料
）　

■持
昼
食
等　

■申
９
月
15

日
○金
ま
で
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８
へ

■他
少
雨
決
行
。
雨
天
時
は
内
容
変
更
あ
り

山
形
地
方
・
家
庭
裁
判
所
鶴
岡
支
部

裁
判
所
見
学
会

■日
10
月
５
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■定
先
着
30

人　

■内
裁
判
手
続
き
・
裁
判
員
制
度
説
明
、

施
設
見
学
等　

■場
・
■申
同
支
部
☎
23
‐
６
６

６
６鶴

岡
市
芸
術
祭〈
10
月
の
予
定
〉

▼
表
千
家
流
茶
会

　
■日
10
月
１
日
○日
午
前
10

時
〜
午
後
３
時　

■場
致
道
館　

■費
８
０
０
円

▼
鶴
岡
和
紙
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
展

　
■日
５

日
○木
〜
９
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

■場

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
Ｖ
ⅰ
Ｖ
ⅰ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会
　
■日

藤沢周平記念館 朗読会

■日10月21日○土午後１時30分
■場荘内神社参集殿　■定300人
■内「藤沢作品を読む『泣かな
い女』」篠田三郎氏（俳優）
■申ハガキに氏名・住所・電話
番号（１枚につき１人）を記入の上、９月22日○金まで同館
（〒997‐0035市内馬場町４‐６）へ

■問同館☎29‐1880
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８
日
○日
午
後
３
時
〜
５
時　

■場
中
央
公
民
館

▼
如
月
会
水
墨
画
展

　
■日
14
日
○土
〜
17
日
○火

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
17
日
は
午
後
４
時

ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
鶴
岡
市
合
同
短
歌
会
　
■日
15
日
○日
午
前
10

時　

■場
図
書
館
本
館　

■費
１
、５
０
０
円（
投

稿
歌
会
出
席
者
は
２
、
０
０
０
円
）

▼
庄
内
な
つ
メ
ロ
会
発
表
会
　
■日
15
日
○日
午

前
11
時
〜
午
後
３
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
つ
る
お
か
小
品
盆
栽
展
　
■日
20
日
○金
〜
22

日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
22
日
は
午
後

４
時
ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
各
流
派
合
同
い
け
ば
な
展

　
■日
21
日
○土
・

22
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30
分
（
22
日

は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム　

■費
３
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

▼
八
沢
会
唄
と
踊
り
の
つ
ど
い　

■日
22
日
○日

正
午　

■場
中
央
公
民
館　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
剣
聖
流
鶴
岡
剣
聖
会
公
演

　
■日
22
日
○日
午

後
１
時　

■場
第
三
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

▼
飛
雲
会
展
　
■日
25
日
○水
〜
29
日
○日
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時
（
25
日
は
午
後
１
時
か

ら
、
29
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
秋
季
さ
つ
き
盆
栽
展
　
■日
27
日
○金
〜
29
日

○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
29
日
は
午
後
４

時
ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
朝
日
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
合
同
展　

■日
28

日
○土
〜
11
月
５
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
５
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
朝
日
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
荘
内
金
管
合
奏
団
定
期
公
演

　
■日
28
日
○土

午
後
７
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

■費
１
、
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

▼
日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会
吟
詠
大
会

　
■日

29
日
○日
正
午　

■場
中
央
公
民
館

▼
共
通　

■問
社
会
教
育
課
内
「
芸
術
文
化
協

会
」
事
務
局
☎
57
‐
２
０
０
８

山
形
大
学　
　
　
　
　
　
　

農
場
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
10
月
７
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分　

■内
炊
き
立
て
御
飯
の
振
る
舞
い
、
農
産
物
販

売
、
音
楽
祭
、
農
機
シ
ョ
ー
等　

■場
・
■問
山

大
農
学
部
高
坂
農
場
☎
24
‐
２
２
７
８

シ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー

■日
10
月
29
日
○日
午
後
２
時　

■場
公
益
大
（
酒

田
市
）　

■定
１
６
０
人　

■内「
自
分
も
相
手
も

大
切
に
す
る
か
か
わ
り
〜
院
内
学
級
の
子
ど

も
た
ち
が
教
え
て
く
れ
た
大
切
な
こ
と
〜
」

副
島
賢
和
氏（
昭
和
大
学
准
教
授
）　

■申
児
童

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
シ
オ
ン
☎
68
‐
５
４
７

７　

■他
託
児
あ
り

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の

交
流
・
相
談
・
情
報
交
換
に

▼
ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ　

■日
９
月
７
日
○木
午
前

10
時　

■内
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
交
流
や
相

談　

■費
１
０
０
円

▼
認
知
症
の
人
と
家
族
の
交
流
の
つ
ど
い

■日
９
月
28
日
○木
午
前
10
時　

■内
認
知
症
ケ
ア

の
話
、
介
護
者
交
流　

▼
共
通　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）　

■申
各
日
２
日
前
ま
で
本
所
長
寿

介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
９
月
９
日
○土
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■内
講
話
「
認
知
症
を
知
る
〜
認
知
症
か
な
？

と
思
っ
た
ら
〜
」
丸
谷
宏
（
荘
内
病
院
神
経

内
科
主
任
医
長
）、
ア
ド
バ
イ
ス　

■問
本
所

長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
３

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
９
月
14
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の

方
先
着
30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０　

■他
市
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の

方
は
受
講
免
除

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
９
月
16
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
一
病
息
災
で
も
健
や
か
に
〜
生
活

習
慣
病
に
つ
い
て
〜
」
安
宅
謙
（
荘
内
病
院

内
科
主
任
医
長
）、「
が
ん
と
私
と
リ
レ
ー
・

フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
」
リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ

イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
鶴
岡
実
行
委
員
会　

■申
同

院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・

三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

仲
間
同
士
の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン　
　
　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
か
ふ
ぇ

■日
９
月
20
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族
の
情
報

交
換　

■問
同
院
☎
26
‐
５
１
１
１
ま
た
は
庄

内
オ
ス
ト
メ
イ
ト
家
族
会
事
務
局

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
会
員
募
集

▼
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室 

秋
コ
ー
ス
（
全
８
回
）　

■日
初
回
９
月
22
日
○金
午
後
７
時　

■費
中
学
生

以
上
３
、
０
０
０
円

▼
さ
わ
や
か
健
康
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス　

■日
毎

週
月
曜
日
午
前
10
時　

■内
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円
（
年
額
の
場
合

１
万
５
、
０
０
０
円
、
別
途
年
間
登
録
料
）

▼
共
通　

■場
・
■申
小
真
木
原
総
合
体
育
館
内

同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
黒
川
能
の
里
を
巡
る　

■日
９
月
23
日
○土
午

前
９
時
（
王
祇
会
館
集
合
）　

■場
赤
川
東
部

段
丘
の
田
畑
等
（
８
・
５
㎞
）　

■申
９
月
11

日
○月
〜
19
日
○火

▼
獅
子
の
里
を
巡
る　

■日
９
月
24
日
○日
午
前

９
時（
藤
島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
同
セ
ン
タ
ー
↓
地
蔵
の
湯
↓
四
阿
展
望
台

↓
両
所
神
社
↓
起
点
（
８
㎞
）　

■申
９
月
11

日
○月
〜
19
日
○火

▼
出
羽
街
道
宿
場
街 

小
国
宿
を
巡
る　

■日

９
月
30
日
○土
午
前
９
時
（
小
国
山
村
振
興
セ

ン
タ
ー
集
合
）　

■場
同
セ
ン
タ
ー
↓
熊
野
神

社
小
国
城
跡
↓
二
の
や
ぐ
ら
↓
一
の
や
ぐ
ら

↓
ふ
れ
あ
い
公
園
↓
小
国
集
落
農
道
↓
永
淳

寺
↓
起
点
（
５
㎞
）　

■申
９
月
19
日
○火
〜
26

日
○火

▼
藤
沢
岩
屋
洞
窟
遺
跡
巡
り　

■日
10
月
７
日

○土
午
前
９
時
（
湯
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
集
合
）　

■場
同
セ
ン
タ
ー
↓
藤
沢
西

村
↓
岩
屋
↓
林
道
金
峯
線
↓
起
点
（
５
㎞
）　　

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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■申
９
月
25
日
○月
〜
10
月
２
日
○月　
　

▼
共
通　

■定
１
０
０
人　

■費
大
人
…
１
、
０

０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■持
箸
、

コ
ッ
プ
、
お
わ
ん
、
軽
食
等　

■申
ス
ポ
ー

ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
市
HP
。
小
学
生
以
下

保
護
者
同
伴
。
現
地
集

合
が
困
難
な
方
は
市
役

所
本
所
集
合
（
申
込
み

時
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
）。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ビ
ン
ゴ
対
象
事
業

荘
内
病
院　
　
　
　
　
　
　

緩
和
ケ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

■日
９
月
27
日
○水
午
後
３
時
30
分　

■場
同
院

■内
ひ
ま
わ
り
の
会
・
職
員
有
志
に
よ
る
歌
、

ピ
ア
ノ
・
サ
ッ
ク
ス
等
の
楽
器
演
奏　

■申
同

院
地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５

六
十
里
越
街
道
「
生
ま
れ
か
わ

り
の
旅
」
巡
礼
ラ
リ
ー

■日
10
月
９
日
○月
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
（
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
田
麦
俣
↓
細

越
峠　

■費
１
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）

■申
10
月
２
日
○月
ま
で
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課

内
「
出
羽
の
古
道
六
十
里
越
街
道
会
議
」
事

務
局
☎
53
‐
２
１
１
１
へ

庄
内
南
部
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
が
ん
検
診
受
診
向
上
対
策
事
業 

が
ん
講
演
会

■日
10
月
10
日
○火
午
後
１
時
30
分　

■場
響
ホ

ー
ル
（
庄
内
町
）　

■内「
が
ん
の
予
防
と
健
康

寿
命
の
延
伸
」
津
金
昌
一
郎
氏
（
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
社
会
と
健
康
研
究
セ
ン
タ
ー

長
）　

■申
９
月
29
日
○金
ま
で
健
康
課
☎
内
線

３
６
８
へ

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会

■日
10
月
14
日
○土
午
後
１
時　

■内
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
メ
ジ
ャ
ー
競
技（
６
イ
ニ
ン
グ
２
試
合
制
）　

■費
１
チ
ー
ム
１
、
０
０
０
円
（
大
人
３
人
、

小
学
生
６
人
）　

■場
・
■申
９
月
22
日
○金
ま
で

櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
同
ク
ラ
ブ
☎
57

‐
４
３
１
１
へ

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会　
　
　

水
遊
び
８
回
コ
ー
ス

■日
10
月
14
日
・
21
日
・
28
日
、
11
月
４
日
・

18
日
・
25
日
、
12
月
２
日
・
16
日
の
土
曜
日

午
前
９
時
30
分　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■対
年
中

児
〜
小
学
２
年
生
30
人　

■費
８
、
０
０
０
円　
　

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
HP

減
塩
・
禁
煙
・
あ
な
た
も
私
も
バ
ラ
色
人
生 

公
開
講
座
「
天
腎
祭
」

■日
10
月
15
日
○日
午
後
２
時　

■場
出
羽
庄
内
国

際
村　

■内
腎
臓
病
、
喫
煙
、
減
塩
に
つ
い
て　

■師
医
師
、
栄
養
士
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士　

■申
10
月
５
日
○木
ま
で
鶴
岡
地
区
医
師
会
☎
22

‐
０
１
３
６
へ

市
民
プ
ー
ル 

９
月
か
ら
の
一
般
利
用

■日
月
曜
〜
金
曜
日
…
午

後
１
時
〜
３
時
・
６
時

〜
８
時　

土
曜
日
…
午

後
１
時
〜
４
時
・
６
時

〜
８
時　

日
曜
日
、
祝

日
…
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時　

■

臨
時
休
館
日　

９
月
25
日
○月
〜
10
月
11
日
○水

■問
鶴
岡
水
泳
育
成
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
HP日

本
空
手
協
会
鶴
岡
空
手
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
会
員
募
集

■日
・
■場
毎
週
火
曜
日
・
青
柳
道
場
、
毎
週
水

曜
日
・
朝
暘
武
道
館　

■時
午
後
６
時
30
分

■対
幼
児
〜
大
人　

■費
月
額
３
、
０
０
０
円
、

年
額
保
険
料
３
、
０
０
０
円　

■申
水
曜
日
開

催
時
に
同
館

子
育
て
・
子
供
向
け

親
子
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し

も
う
！

■日
９
月
６
日
○水
、
10
月
18
日
○水
午
前
11
時
30

分　

■場
陽
光
児
童
館　

■対
未
就
園
児
と
保
護

者　

■師
佐
藤
由
美
氏
（
テ
・
テ
ィ
ア
レ
・
ヌ

イ
）　

■問
同
館
☎
64
‐
８
６
４
０

鶴
岡
市
地
域
子
育
て
推
進
講
演
会
「
大
人
に
な

っ
て
も
困
ら
な
い
子
ど
も
を
育
て
る
ヒ
ン
ト
」

■日
９
月
10
日
○日
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
１
０
０
人　

■内
事
例
提
供
（
藤
原
義
康
氏

〈
山
五
十
川
走
ろ
う
会
〉、
伊
藤
和
美
氏
〈
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
明
日
の
た
ね
」〉）、
講
演
（
斎

藤
哲
瑯
氏
〈
川
村
学
園
女
子
大
学
名
誉
教

授
〉）　

■申
社
会
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
６

「
み
ん
な
で
楽
し
く
３
Ｂ
親
子
体
操
」

■日
９
月
15
日
○金
午
前
10
時　

■場
南
部
児
童
館　

■対
乳
幼
児
と
保
護
者　

■師
平
松
弘
子
氏
（
日

本
３
Ｂ
体
操
協
会
公
認
指
導
者
）　

■申
９
月

14
日
○木
ま
で
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０
へ

ま
ん
ま
ル
ー
ム
９
月
の
講
座　

「
上
の
子
・
中
の
子
・
下
の
子
」

■日
９
月
15
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
大
山
児

童
館
長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３

５
中
央
・
大
山
・
西
部
・
南
部
・
暘
光
児
童
館
合
同
企
画

「
逃
走
中
」

■日
10
月
１
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
小
真
木

原
公
園　

■対
小
学
生　

■申
９
月
24
日
○日
ま
で

各
館
へ　

■問
中
央
児
童
館
☎
24
‐
４
６
０
８　

■他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

命
の
重
み
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ　
　
　
　
　
　

赤
ち
ゃ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
鶴
岡
南
高
校
山
添
校
編　

■日
10
月
４
日
○水

午
前
10
時
30
分　

■場
同
校　

■申
９
月
１
日
○金

〜
26
日
○火

▼
加
茂
水
産
高
校
編　

■日
10
月
18
日
○水
・
19

日
○木
午
前
10
時
20
分　

■場
同
校　

■申
９
月
13

日
○水
〜
10
月
10
日
○火

▼
共
通　

■対
12
か
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保

護
者
10
組　

■内
高
校
生
と
の
触
れ
合
い　

■申

中
央
児
童
館
☎
24
‐
４
６
０
８　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
自
然
の
中
で
遊
ぼ
う
！　

■日
10
月
5
日
○木

午
前
９
時
〜
午
後
１
時　

■場
三
瀬
地
区
八
森

山
周
辺　

■対
２
歳
以
上
の
未
就
園
児
と
そ
の

保
護
者
10
組　

■内
虫
捕
ま
え
や
草
花
を
使
っ

た
遊
び　

■申
９
月
１
日
○金
か
ら

▼
あ
そ
び
の
広
場
〝
秋
〞　

■日
10
月
３
日
○火

午
前
10
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
未
就
園
児
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と
そ
の
保
護
者
１
２
０
組　

■内
大
型
遊
具
遊

び
、
お
も
ち
ゃ
作
り
、
触
れ
合
い
遊
び
等

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座　

■日

10
月
12
日
○木
午
前
10
時
　
■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
未
就
学
児
が
い
る
転
入
家
庭
の
親
子
先
着

10
組　

■内
子
育
て
情
報
の
紹
介　

■申
10
月
11

日
○水
ま
で　

■他
託
児
あ
り　

▼
共
通　

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１　

に
こ
に
こ
相
談

■日
10
月
17
日
○火　

■場
鶴
岡
養
護
学
校　

■内
子

供
の
発
達
の
様
子
や
成
長
に
関
す
る
相
談
会　

■申
10
月
３
日
○火
ま
で
山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
‐
６
５
４
‐
６
０
６
０
へ　

■問
学

校
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
４

平
成
30
年
度 

鶴
岡
市
私
立
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園    

園
児
募
集

　

９
月
１
日
○金
か
ら
入
園
願
書
を
配
布
し
、

10
月
２
日
○月
か
ら
願
書
を
受
け
付
け
ま
す
。

保
護
者
の
就
労
等
で
認
定
こ
ど
も
園
で
保
育

の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
、
申
込
み
時
期
や

手
続
き
が
異
な
る
の
で
、
各
園
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
☆
印
は
認
定
こ
ど
も
園
。

■
募
集
人
数
（
①
満
３
歳
児　

②
３
歳
児

③
４
歳
児　

④
５
歳
児
）

▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

①
24

人　

②
65
人　

③
10
人　

④
若
干
名　

▼
和
光
幼
稚
園
☎
22
‐
８
８
３
５　

①
10
人　

②
・
③
各
15
人　

④
若
干
名　

▼
い
な
ば
幼
稚
園
（
☆
）
☎
64
‐
２
３
１
０　

①
・
④
各
若
干
名　

②
３
人　

③
１
人　

▼
若
葉
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
２
２
３
７

①
・
②
各
２
人　

③
・
④
各
５
人　

▼
大
宝
幼
稚
園
☎
22
‐
１
８
８
３　

①
16
人　

②
24
人　

③
８
人　

④
若
干
名

▼
鶴
岡
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
０
６
５
８

①
30
人　

②
29
人　

③
7
人　

④
若
干
名

▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
（
☆
予
定
）
☎
22
‐
５
８

３
１　

①
19
人　

②
20
人　

③
５
人　

④
若

干
名

▼
城
南
幼
稚
園
（
☆
）
☎
24
‐
７
１
６
４

①
12
人　

②
11
人　

③
・
④
各
若
干
名

施
設
の
催
し

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
企
画
展
示
「
ほ
と
り
あ
来
館
15
万
人
突
破

記
念
展
示
」　

■日
９
月
２
日
○土
か
ら

▼
企
画
展
示
「
お
か
え
り
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
」

■日
９
月
16
日
○土
か
ら

▼
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
大
山
下
池

湖
畔
の
外
来
植
物
駆
除
」　

■日
９
月
16
日
○土
、

10
月
７
日
○土
午
前
９
時　

■申
各
日
２
日
前
ま

で▼
ほ
と
り
あ
里
山
マ
ル
シ
ェ
「
湿
地
の
植
物

で
あ
そ
ぼ
う
」　

■日
９
月
18
日
○月
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
30
分　

■内
ヨ
シ
や
ハ
ス
な
ど
湿

地
の
植
物
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
等

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
９
月
５
日
○火
・
22
日
○金

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

■費
１
０

０
円　

▼
み
ん
な
で
解
く
「
数
独
」　

■日
９
月
６
日

○水
・
13
日
○水
・
20
日
○水
・
27
日
○水
午
前
９
時

30
分　

■内
１
〜
９
の
数
字
を
升
目
に
入
れ
る

パ
ズ
ル
（
数
独
）
を
楽
し
む　

■費
１
０
０
円　

▼
縄
文
土
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か　

■日
９

月
９
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

■定
先
着

30
人　

■師
江
川
満
氏（
陶
芸
家
）　

■費
３
０
０

円　

■持
昼
食　

■申
９
月
７
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

致
道
博
物
館

▼
遊
び
の
こ
こ
ろ
礒
貝
吉
紀
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
世
界　

 

■日
９
月
８
日
○金
〜
10
月
４
日
○水

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

▼
展
覧
会
開
催
記
念
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
　
■日
９

月
９
日
○土
午
後
２
時　

■師
礒
貝
三
枝
子
氏

（
礒
貝
吉
紀
氏
夫
人
）

▼
共
通　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

学
生
…
３

８
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■場
・

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談　

■日
９
月
14
日
○木
・
28
日
○木
、

10
月
５
日
○木
午
後
１
時
30
分　

▼
Ｃ
Ｄ
寄
席　

■日
９
月
20
日
○水
、
10
月
４
日

○水
午
後
１
時

▼
老
セ
ン
ま
つ
り　

■日
10
月
17
日
○火
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時　

■費
６
０
０
円　

■申
10

月
６
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６月

山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
月
山
ク
リ
ー
ン
登
山　

■日
９
月
16
日
○土
午

前
７
時
〜
午
後
５
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
先
着
20
人　

■内
月
山
八
合
目
〜
山
頂
の
登

山
道
の
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■費
７
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
９
月
１
日
○金

〜
14
日
○木

▼
夕
日
色
に
染
ま
り
ゆ
く
高
山
植
物
観
察
会　

■日
９
月
22
日
○金
〜
23
日
○土
（
１
泊
２
日
、
午

前
８
時
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
姥
沢
（
西

川
町
）
〜
月
山
山
頂
〜
月
山
八
合
目　

■定
先

着
20
人　

■内
夕
方
と
早
朝
の
植
物
観
察
、
星

空
観
察　

■費
１
万
５
０
０
円
（
宿
泊
料
〈
２

食
付
き
〉
等
）　

■持
昼
食
、
防
寒
着
等　

■申

９
月
１
日
○金
〜
18
日
○月

▼
鈴
ヶ
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
９
月
30
日
○土

午
前
８
時
〜
午
後
５
時　

■場
新
潟
県
村
上
市　

■定
先
着
20
人　

■費
３
、
０
０
０
円
（
昼
食
代

等
）　

■申
９
月
１
日
○金
〜
24
日
○日

▼
中
秋
の
名
月
を
見
よ
う　

■日
10
月
４
日
○水

午
後
６
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■内
月
や

星
空
の
観
察　

▼
紅
葉
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会　

■日
10
月
７
日

○土
・
８
日
○日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時（
同

セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
各
日
先
着
20
人　

■費

７
０
０
円
（
子
供
無
料
）　

■持
昼
食　

■申
９

月
１
日
○金
〜
27
日
○水　

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

■他
荒
天
時
中
止

講
座
・
講
習
会

就
労
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う

介
護
の
し
ご
と
ミ
ニ
講
座

■日
９
月
４
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■場
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
鶴
岡　

■対
介
護
分
野
に
興
味
が
あ
り

就
職
を
考
え
て
い
る
方　

■内
介
護
の
仕
事
の
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内
容
、
１
日
の
流
れ
等　

■申
山
形
県
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
３
３
‐
７
７
３

９
食
文
化
創
造
ア
カ
デ
ミ
ー
公
開
講
座

魚
の
目
利
き
と
保
存
と
科
学

■日
９
月
13
日
○水
午
後
２
時　

■場
フ
ー
デ
ェ
ヴ

ァ
ー　

■定
20
人　

■内
魚
市
場
の
仲
買
人
や
魚

の
う
ま
み
を
研
究
す
る
人
た
ち
に
よ
る
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
魚
の
目
利
き
講
座
、
試
食

体
験　

■申
９
月
11
日
○月
ま
で
本
所
食
文
化
創

造
都
市
推
進
課
内
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推

進
協
議
会
☎
内
線
５
９
２
へ

初
め
て
の
水
墨
画
教
室

■日
毎
月
第
三
土
曜
日
（
初
回
９
月
16
日
○土
）

午
後
２
時　

■場
第
三
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー　

■費
月
額
６
０
０
円　

■持
筆
、
す
ず

り
等　

■申
如
月
会
☎
33
‐
２
７
７
２

市
民
の
た
め
の
夕
学
講
座　
　

〜
バ
イ
オ
講
座
編
〜（
全
３
回
）

■日
・
■内
▽
第
１
講
…
９
月
13
日
○水
「
慶
應

先
端
研
の
未
来
」
冨
田
勝
氏
（
慶
大
先
端
生

命
研
所
長
）、
若
手
研
究
者
・
大
学
生
・
高

校
生
の
発
表　

▽
第
２
講
…
10
月
19
日
○木

「
が
ん
と
代
謝
〜
が
ん
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
、

最
新
の
が
ん
研
究
ま
で
〜
」横
山
明
彦
氏（
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
・
鶴
岡
連
携
研
究
拠

点
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）、
曽
我
朋
義
氏
（
慶

大
先
端
生
命
研
教
授
）　

▽
第
３
講
…
11
月

８
日
○水
「
み
ん
な
で
学
ぶ
！
腸
内
フ
ロ
ー
ラ

の
真
実
」
福
田
真
嗣
氏
（
慶
大
先
端
生
命
研

特
任
准
教
授
）、
井
上
浄
氏
（
同
研
究
所
特

任
准
教
授
）、
村
上
慎
之
介
氏
（
同
研
究
所

特
任
助
教
）　

■時
午
後
６
時
30
分　

■場
先
端

研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
80
人　

■費
１
、

０
０
０
円
（
１
回
５
０
０
円
）　

■申
致
道
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
☎
29
‐
０
８
１
０
ま
た
は
本
所

政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
４
へ

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
一
般
公
開
講
座

■日
９
月
19
日
○火
午
後
１
時
30
分　

■場
山
大
農

学
部　

■内「
フ
ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
榎
並
智
行
氏
（
農
林

水
産
省
食
品
製
造
課
）　

■問
山
大
農
学
部
内

「
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」事
務
局
☎
０
７
０
‐

２
０
１
１
‐
５
６
１
５

ア
ル
マ
ン
ド
先
生
の
サ
ル
サ

レ
ッ
ス
ン
（
全
２
回
）

■日
９
月
23
日
○土
午
後
２
時
、
２
時
50
分　

■場

に
こ
♥

ふ
る　

■費
１
、
５
０
０
円
（
１
回
１
、

０
０
０
円
）　

■申
サ
ル
サ
友
の
会

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
マ
ク
ロ
と
Ｖ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
（
全
12
回
）　

■日
９
月
25
日
〜
11
月

６
日
の
月
曜
・
木
曜
日
午
後
６
時
30
分　

■定

８
人　

■費
１
万
７
、
８
０
０
円

▼
管
理
者
研
修
（
全
２
回
）　

■日
10
月
３
日

○火
・
４
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

■定
20

人　

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
基
礎
講
座
（
全
４
回
）　

■日
10
月
４
日
〜
25
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
６

時
30
分　

■定
８
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
若
手
社
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
（
全
２

回
）　

■日
10
月
17
日
○火
・
18
日
○水
午
前
９
時

〜
午
後
５
時　

■定
20
人　

■費
１
万
円　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

ま
ち
な
か
観
光
案
内
モ
デ
ル

コ
ー
ス
研
修

■日
・
■内
９
月
24
日
○日
「
知
っ
て
い
ま
す
か
？

鶴
ヶ
岡
城
址
（
鶴
岡
公
園
）
に
あ
る
石
碑

と
樹
木
」、
10
月
15
日
○日
「
城
下
町　

南
西

ま
わ
り
の
歴
史
を
訪
ね
る
」　

■時
午
前
９
時

30
分　

■場
鶴
岡
商
工
会
議
所　

■定
先
着
20

人　

■費
各
５
０
０
円　

■申
鶴
岡
商
工
会
議
所

内
「
鶴
岡
市
観
光
ガ
イ
ド
協
議
会
」
事
務
局

☎
24
‐
７
７
１
１

市
民
サ
ロ
ン
第
２
講　

新
た
な
視
点
で

再
発
見
!!
手
軽
に
で
き
る
健
康
管
理

■日
９
月
28
日
○木
午
後
６
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■内
講
演
「
食
習
慣
と
疾

病
予
防
〜
昭
和
の
調
査
研
究
か
ら
〜
」
石
川

仁
氏
（
庄
内
保
健
所
長
）、
講
演
「
現
代
社

会
に
必
要
な
プ
チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
本
間
浩

二
氏
（
鶴
岡
高
専
教
授
）　

■申
同
セ
ン
タ
ー

内
鶴
岡
高
専
技
術
振
興
会
☎
23
‐
２
２
０
０

食
文
化
未
来
講
座
（
全
３
回
）

■日
10
月
〜
12
月
の
土
曜
・
日
曜
日　

■場
フ
ー

デ
ェ
ヴ
ァ
ー　

■定
20
人　

■内
鶴
岡
の
食
文
化

を
学
び
、
未
来
に
向
け
て
何
が
必
要
か
を
考

え
る
座
学　

■費
２
、
０
０
０
円　

■申
９
月
20

日
○水
ま
で
本
所
食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
内

鶴
岡
食
文
化

創
造
都
市
推

進
協
議
会
☎

内
線
５
２
９

へ
中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー 

秋
季
講
座

▼
ピ
ラ
テ
ィ
ス
講
座
（
全
６
回
）　

■日
10
月

２
日
・
16
日
、
11
月
６
日
・
20
日
、
12
月
４

日
・
18
日
の
月
曜
日
午
後
７
時　

■定
先
着
20

人　

■師
釼
持
由
美
氏
（
健
康
運
動
実
践
指
導

者
）　

■費
３
、
６
０
０
円

▼
手
ご
ね
で
お
い
し
い
パ
ン
作
り（
全
２
回
）　

■日
10
月
５
日
○木
、
11
月
９
日
○木
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
１
時　

■定
先
着
12
人　

■師
齋
藤
孝

子
氏
（
Ｊ
Ｈ
Ｂ
Ｓ
認
定
製
パ
ン
講
師
）　

■費

３
、
０
０
０
円　

■他
託
児
あ
り

▼
慣
れ
れ
ば
女
性
で
も
簡
単
！
包
丁
研
ぎ

■日
10
月
６
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■定
先
着
12

人　

■師
高
橋
克
哉
氏
（
研
ぎ
師
）　

■費
５
０

０
円

▼
魚
の
さ
ば
き
方
と
魚
料
理
〜
も
っ
と
手
軽

に
食
卓
へ
〜
（
全
２
回
）　

■日
10
月
12
日
○木
、

11
月
30
日
○木
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■定
先

着
12
人　

■師
土
田
常
雄
氏
（
日
本
料
理
専
門

調
理
師
）　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
自
分
の
体
を
知
ろ
う
！
セ
ル
フ
リ
ン
パ

ケ
ア
（
全
３
回
）　

■日
10
月
12
日
○木
・
19
日

○木
・
26
日
○木
午
後
７
時　

■定
先
着
10
人　

■師

若
松
眞
由
美
氏
（
さ
と
う
式
リ
ン
パ
ケ
ア
セ

ル
フ
マ
ス
タ
ー
）　

■費
１
、
６
０
０
円

▼
野
菜
と
フ
ル
ー
ツ
の
カ
ー
ビ
ン
グ
（
全
２

回
）　

■日
10
月
13
日
○金
、
11
月
10
日
○金
午
前

10
時　

■定
先
着
12
人　

■師
阿
部
幸
雄
氏
（
食

育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■費
１
、
６
０
０

円▼
共
通　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在

住
ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
９
月
６
日
○水

〜
26
日
○火
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
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へ
出
羽
庄
内
国
際
村
文
化
体
験
講
座 

楊
式
太
極
拳
講
座
（
後
期
・
全
24
回
）

■日
入
門
コ
ー
ス
…
10
月
４
日
○水
〜
来
年
３
月

28
日
○水　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
…
10
月
５

日
○木
〜
来
年
３
月
22
日
○木　

■時
午
後
７
時

■費
各
２
万
１
、
６
０
０
円　

■師
覃
莉
莉
氏

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０　

■他
４
人
以

上
で
開
講

山
形
県
視
覚
障
が
い
者
Ｉ
Ｔ

講
習
会
（
全
３
回
）

■日
10
月
７
日
○土
〜
９
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後

３
時　

■場
マ
リ
カ　

■対
視
覚
障
害
が
あ
り
通

常
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
困
難
な
初
心
者
先
着

５
人　

■内
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
文
書
作

成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
メ
ー
ル
の
利

用
方
法
、
相
談
等　

■申
９
月
22
日
○金
ま
で
山

形
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
☎
０
２
３
‐
６

８
６
‐
３
６
９
０
へ

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者　
　

受
験
講
習
会（
希
望
者
の
み
）・
試
験

■日
・
■費
受
験
講
習
会
…
10
月
18
日
○水
・
２
、

０
０
０
円　

試
験
…
11
月
12
日
○日
午
後
１

時
・
３
、
０
０
０
円　

■場
協
同
の
杜
Ｊ
Ａ
研

修
所
（
山
形
市
）　

■申
９
月
１
日
○金
〜
29
日

○金
に
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６

０
へ鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

美
術
講
座

▼
デ
ザ
イ
ン
と
学
ぶ
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の　

シ
ル
バ
ー
リ
ン
グ
作
り
（
全
３
回
）　

■日
10

月
15
日
○日
、
11
月
３
日
○金
、
12
月
３
日
○日
午

前
10
時　

■内
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、
ワ
ッ
ク
ス

で
原
型
を
作
り
、
リ
ン
グ
を
作
成　

■師
黒
澤

由
希
氏
（
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｅ
主
宰
）　

■申
９
月

５
日
○火
〜
10
月
３
日
○火

▼
木
で
つ
く
る　

Ｍ
ｙ
箸
＆
箸
箱（
全
４
回
）　

■日
10
月
26
日
○木
、
11
月
２
日
○木
・
９
日
○木
・

16
日
○木
午
後
７
時　

■内
か
ん
な
等
で
箸
づ
く

り
、箸
箱
の
制
作　

■師
佐
野
正
裕
氏
（
木
工
）　

■申
９
月
５
日
○火
〜
10
月
18
日
○水

▼
共
通　

■対
高
校
生
以
上
の
方
先
着
16
人

■費
３
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０

２
６
０危

険
物
取
扱
者
試
験　
　
　
　

■日
10
月
28
日
○土　

■場
鶴
岡
工
業
高
校　

■申
電　

子
…
９
月
８
日
○金
〜
17
日
○日　

書
面
…
９
月

11
日
○月
〜
20
日
○水　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０

７
６
１　

■他
HP
。
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防

署
・
各
分
署
に
設
置

婚
活

〝
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〞が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

結
婚
相
談
会

■日
９
月
23
日
○土
午
後

６
時
30
分　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■対
結
婚
を

希
望
す
る
独
身
の
方

先
着
20
人
（
親
子
や

友
達
同
士
等
で
２
人

以
上
で
の
参
加
も
可
）　

■申
９
月
15
日
○金
ま

で
本
所
地
域
振
興
課
内
「
つ
る
お
か
世
話
焼

き
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
８
７
へ

鼠
ヶ
関
の
魅
力
が
テ
ン
コ
盛
り
!!　

恋
す
る
灯
台
物
語
in
鼠
ヶ
関

■日
９
月
17
日
○日
午
後
２
時
30
分　

■場
鼠
ヶ
関

マ
リ
ン
パ
ー
ク　

■対
25
歳
〜
40
歳
の
独
身
の

男
女
各
12
人　

■内
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
温
海
豚

と
地
元
海
鮮
物
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
交
流　

■費

男
性
…
４
、
０
０
０
円　

女
性
…
３
、
５
０

０
円
（
女
性
の
み
ペ
ア
割
５
０
０
円
あ
り
）　

■申
９
月
８
日
○金
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
☎
内

線
５
８
７
へ　

■他
市
HP

募
集

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

in
庄
内 

出
場
者

■日
11
月
26
日
○日
午
前
10
時　

■場
響
ホ
ー
ル

（
庄
内
町
）　

■対
庄
内
地
方
在
住
の
外
国
出
身

者
10
人　

■
発
表
時
間　

５
分
〜
７
分
（
テ

ー
マ
自
由
）　

■
各
賞　

大
賞
１
人
、
優
秀

賞
２
人
（
参
加
賞
あ
り
）　

■申
９
月
22
日
○金

ま
で
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

平
成
30
年
産
「
つ
や
姫
」 

生
産
者

　

認
定
を
受
け
る
に
は
、
栽
培
面
積
や
栽
培

方
法
、
販
売
方
法
等
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■申
農
協
、
米
穀
集
荷
業
者
等
に
出
荷
す
る
方

…
各
団
体
等
の
締
切
日
ま
で
に
農
協
・
米
穀

集
荷
業
者
等
へ　

個
人
で
販
売
す
る
方
…
９

月
15
日
○金
ま
で
に
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７

６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ　

■問

庄
内
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
☎
64
‐
２

１
０
３

山
形
県
自
作
視
聴
覚
教
材  

コ
ン
ク
ー
ル
作
品

■
募
集
内
容　

地
域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化

等
の
学
習
に
適
し
た
自
作
教
材　

■
部
門　

学
校
教
育
向
け
、
社
会
教
育
向
け
、
児
童
生

徒
制
作
作
品　

■
種
別　

映
像
教
材
、
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
、
紙
芝
居
等　

■
各
賞

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
入
選　

■
審
査
発
表　

来
年
１
月
下
旬　

■申
12
月
８
日
○金
〜
18
日
○月

に
庄
内
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課
☎
68
‐
１

９
８
３
へ

相
談

９
月
10
日
〜
16
日
は
自
殺
予
防
週
間 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

１
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■日
９
月
10
日
○日
〜
16
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

■
相
談
電
話　

☎
０
５
７
０
‐
０
６

４
‐
５
５
６
ま
た
は
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐

７
０
６
０
へ

住
宅
相
談
会

■日
９
月
27
日
○水
午
前
10
時
〜
11
時　

■場
市
役

所
本
所
４
０
１
会
議
室　

■内
住
宅
新
築
・
増

改
築
、
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
の
相
談　

■問
本
所
建
築
課
☎
内

線
４
８
４

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
９
月
29
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時
（
１
人
当

た
り
30
分
）　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
先
着
８
人　

■場
・

■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４

７

そ
の
他

水
環
境
を
守
る
た
め
に
浄
化
槽
の
年

１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
の
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
を
い
つ

ま
で
も
快
適
に
使
用
す
る
た
め
の
健
康
診
断

に
当
た
り
、
機
能
が
正
常
か
、
日
頃
の
維
持

管
理
が
適
切
か
を
検
査
す
る
も
の
で
す
。

　

浄
化
槽
を
お
持
ち
の
方（
浄
化
槽
管
理
者
）

は
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
や
浄
化
槽
清
掃

許
可
業
者
に
よ
る
保
守
点
検
や
清
掃
と
は
別

に
、
県
の
指
定
検
査
機
関
（
山
形
県
水
質
保

全
協
会
☎
０
２
３
７
‐
48
‐
２
４
６
９
）
に

よ
る
年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か　
　
　
　

「
国
民
年
金
基
金
」

　

自
営
業
者
の
方
な
ど
国
民
年
金
第
一
号
被

保
険
者
の
方
々
が
老
齢
基
礎
年
金
（
国
民
年

金
）
に
ゆ
と
り
を
プ
ラ
ス
す
る
公
的
な
個
人

年
金
で
す
。
詳
し
く
は
、
山
形
県
国
民
年
金

基
金
☎
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
４
月
入
校　
　
　
　

      

自
衛
官
等
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

試
験
会
場

防
衛
大
学
校

学
生（
推
薦
）
９
月
23
日
○土
・
24
日

○日

防
衛
大
学
校

（
横
須
賀
市
）

防
衛
大
学
校

学
生
（
総
合

選
抜
）

１
次
…
９
月
23
日
○土

２
次
…
10
月
28
日
○土

・
29
日
○日

防
衛
医
科
大

学
校
看
護
学

科
学
生

１
次
…
10
月
14
日
○土

２
次
…
11
月
25
日
○土

・
26
日
○日
の
う
ち
指

定
日

１
次
…
山
大

農
学
部

２
次
…
仙
台

駐
屯
地
（
仙

台
市
）

防
衛
医
科
大

学
校
医
学
科

学
生

１
次
…
10
月
28
日
○土

・
29
日
○日

２
次
…
12
月
13
日
○水

〜
15
日
○金
の
う
ち
指

定
日

１
次
…
山
形

地
方
合
同
庁

舎（
山
形
市
）

２
次
…
防
衛

医
科
大
学
校

（
所
沢
市
）

防
衛
大
学
校

学
生
（
一
般

・
前
期
）

１
次
…
11
月
４
日
○土

・
５
日
○日

２
次
…
12
月
５
日
○火

〜
９
日
○土
の
う
ち
指

定
日

１
次
…
勤
労

者
会
館

２
次
…
仙
台

駐
屯
地

■
受
付
期
間　

防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
・

総
合
選
抜
）
…
９
月
５
日
○火
〜
７
日
○木　

防

衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）・
防
衛
医
科
大
学

校
学
生
…
９
月
５
日
○火
〜
29
日
○金　

■問
自
衛

隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐

０
４
６
６

　

しょうない秋まつり

■日10月１日○日午前10時～午後３時　■場庄内
町総合体育館周辺　■内庄内浜文化伝道師によ
るホタテ炭火焼き販売、商工会青年部鍋バト
ル、新米等の農産物販売、南三陸町コーナー、
庄内総合高校生による売店、つき立て餅の振
る舞い、逸品まつり、抽せん会等　■問庄内町
観光協会☎0234‐42‐2922　■他庄内町役
場～会場のシャトルバス運行あり

●庄内町

広域情報掲示板　

ぐるぐる庄内　

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

関川しな織センターリニューアルオープン
■問同センター☎47‐2502

　伝統的工芸品に指定されている「しな織」の活動拠点施設
「関川しな織センター」が８月に改築オープンしました。ざ
っくりとした手触りと風合いが特徴の「しな織」の魅力に触
れることができます。ぜひお越しください。
■日月曜～日曜日午前９時～正午、午後１時～４時（不定休）
■他コースター作り体験あり

関川しな織まつり「織姫」募集！！
■対山形県内に在住、在学または勤務し、10月21日○土・
22日○日に開催される同まつりに２日間とも参加可能な、
今年４月１日現在18歳以上の独身女性（高校生除く）
２人　■特典　３万円相当のしな織製品を進呈　■申９月
30日○土まで同センターへ　■他HP

■日９月16日○土～18日○月午前10時～午後６時
（18日は午後 5時まで）　■場公益大　■費前売
り券（２杯分）…1,200円　当日券（１杯分）
…700円　■前売り券取扱い　セブン -イレ
ブン、酒田のラーメンを考える会加盟店、マ
リーン５清水屋、酒田夢の倶楽、八文字屋（酒
田店、鶴岡店〈エビスヤ店〉、山形北店、天
童店、新庄店）、酒田市役所地下売店、創作
イタリアンアンジェロ、公益大売店、コマ
ツ・コーポレーション　■問実行委員会事務局
☎0234‐41‐0011　

●酒田市 酒田のラーメンexpo

■日９月24日○日午前10時～午後３時　■場農業
者トレーニングセンター　■内企業紹介、働く
車展示、ものづくり体験、屋台コーナー、ゆ
るキャラ大集合　■問遊佐商工会☎0234‐72
‐4422　

●遊佐町 ゆざ商工フェア
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316
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　平成16年の荘内大祭で、松山藩荻野流砲術隊に
よる奉納演武が行われました。それがきっかけとな
り、翌年、宗家である庄内藩の砲術隊を復活させよ
うと、隊員を募集し結成されました。25年には上
日枝神社で発見された火縄銃を使う、隊員が女性だ
けの「上日枝神社砲術隊桜隊」も結成され一緒に活
動しています。主な活動は毎年６月の上日枝神社例
大祭と８月の荘内大祭での奉納演武です。また、昨
年は石川県での催しで演武を行うなど、活動の範囲
も広がってきました。
　荻野流砲術は、所作・礼法・型を重視する流派で
す。ふだんは月１回の型の稽古を行い、奉納演武の

前には実際に火薬を使用する実射訓練をします。本
番では稽古を積み重ねた１年間の思いを込めて引き
金を引いています。ですから観客の皆さんの応援や
歓声が何よりの喜びです。隊員の動きがそろった所
作の美しさをぜひご覧ください。
　戊辰戦争で庄内藩は各地で勝利を収めました。こ
れは、新式の武器を多くそろえていたことに加え、
荻野流砲術が果たした役割も大きかったと言われて
います。荻野流砲術の再現を図り、町おこしの一環
として今後も活動していきます。興味のある方は気
軽に声を掛けてください。どなたでも大歓迎です。
一緒に鶴岡のお祭りを盛り上げてみませんか。

仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介していきます。

火縄銃をとどろかせお祭りを盛り上げます！

荘内藩荻野流砲術隊（鶴岡）

　鶴岡の夏の風物詩、荘内大祭。今年も奴振り、女人列、
よろい武者のかっちゅう列などの大名行列が、華やかな
時代絵巻を繰り広げました。「荘内藩荻野流砲術隊」は
毎年迫力ある演武でお祭りを盛り上げています。お話し
てくれたのは事務局の吉住健さん（写真後列左端）です。
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献血　９/4～ 10/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362
月　日 受付時間 会　場
９．９○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　      〃 13：30～16：00 　　　　〃

19○火 ９：00～11：00 東北電力㈱鶴岡営業所
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休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　9/4 ～ 10/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 12日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線215 22日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 19日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 6日○水10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線309 19日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 28日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 21日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 9日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所
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編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成29年７月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：129,009人
　　 （男：61,586人、女：67,423人）
　世帯数：48,763世帯

→
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→
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ム
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ー
ジ
は

　
こ
ち
ら
か
ら

隔月連載

新しい文化会館の建設の進捗や開館に向けた取り組みを紹介します。 タクト鶴岡外観／８月15日撮影

■問合せ／タクト鶴岡☎24‐5188
※９月４日（月）に事務室が櫛引庁舎からタクト鶴岡に移転します。

タ ト 岡鶴ク
載 みんなの文化会館

Vol.6　プレイベントのお知らせ

　タクト鶴岡（鶴岡市文化会館）の本体工事が完了
し、試験利用事業など様々なプレイベントを経て、
来年３月にグランドオープンを迎えます。
　タクト鶴岡では、優れた芸術を楽しむ機会を設け、
市民の皆様の文化活動を支え、創造性豊かな活動を
展開していきますので、多くの方に足を運んで、使っ

ていただきたいと考えています。
　これからはタクト鶴岡で開催されるイベントなど
のソフト事業を中心にお知らせしていきます。今回
はプレイベントの第一弾として、避難訓練も兼ねた
親子連れでも気軽に楽しめるコンサートを紹介しま
す。

避難訓練コンサートとは
　「親子で楽しむ音楽会」終演後
に、コンサート鑑賞中の災害発生
を想定した避難訓練を行います
（参加自由）。いざというとき、ど
のように行動すればいいのか、実
際の訓練で体験してみませんか？
　避難訓練に参加していただいた
方には、舞台見学や舞台上での写
真撮影等の特典があります。
　ぜひご参加ください。

～タクト鶴岡プレイベント 避難訓練コンサート～
０歳児連れでもOK！親子で楽しむ音楽会

― タクト鶴岡＆さくらんぼテレビ共催 ―

12月３日（日）開演：午後２時　会場：タクト鶴岡大ホール
音楽と一緒に遊んだり、歌ったり！泣いても笑っても大丈夫！
人気のアニメソングや手遊びなど、音楽を体で感じながら、

乳幼児から大人まで楽しめる音楽会です。

避難訓練も
参加してね！

鶴岡市消防本部
マスコットキャラクター

てんじんくん

タクト鶴岡で
待ってるよ！

さくらんぼテレビ
キャラクター

ネオンドッグのハート

・・・   鶴岡市民限定の特典　・・・　
　チケット料金の割引特典がある市民限定の先行申込みを受け
付けます（応募者多数の場合は抽せん）。希望する方は申込み
用紙に必要事項を記入し、投かんボックスに入れてください。
◇申込み用紙・投かんボックスの設置場所
　市役所本所、各地域庁舎、中央公民館、図書館本館、総合保
　健福祉センター（にこ♥ふる）、鶴岡アートフォーラム
【先行申込み期間】
　９月１日（金）～11日（月）正午
【チケット料金】

※３歳以下無料（膝上鑑賞）。座席が必要な場合は有料。
　上記の割引価格は先行申込みで当選された方に限ります。
【チケット引換え期間・場所】
　10月２日（月）～20日（金）午前９時～午後７時（土曜・
日曜日、祝日を除く）・タクト鶴岡事務室

通常価格 割引後
親子ペア券 2,000円 1,800円
子供券（４歳～高校生）      800円      700円
大人券（大学生以上） 1,400円 1,300円
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